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中山町長
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迎
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上
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。

8.1.158.1.15 2



　令和７年度一般会計補正予算（第4号）・（第5号）

歳　入 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容
国 庫 支 出 金 26万7千円 7億623万6千円 個人番号カード交付事務費補助金
繰 入 金 4,400万円 5億3,527万7千円 財政調整基金繰入金

計 4,426万7千円 62億6,980万円（※）

歳　入 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容

国 庫 支 出 金 476万4千円 7億596万9千円 障害児入所給付費等国庫負担金/物価高騰
対応重点支援地方創生臨時交付金　など

県 支 出 金 418万5千円 3億7,698万8千円 障害児入所給付費等県負担金/農作物等災
害対策事業費補助金　など

繰 入 金 500万円 4億9,127万7千円 財政調整基金繰入金/信用保証料補給基金
繰入金　など

計 1,394万9千円 62億2,553万3千円（※）

歳　出 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容

総 務 費 △678万円 12億3,627万9千円 町有自動車/行政情報システムネットワーク
構築業務委託料　など

民 生 費 914万3千円 19億3,276万5千円 障害児通所給付費　など 

衛 生 費 99万円 3億7,365万6千円 健康管理システム改修委託料

農林水産業費 526万9千円 1億9,440万1千円
認定農業者等果樹等経営安定対策緊急支
援交付金/農作物等災害対策事業費補助金　
など

商 工 費 175万8千円 3億1,223万7千円 町観光協会補助金
土 木 費 74万8千円 5億3,785万6千円 修繕料
消 防 費 234万7千円 3億7,439万5千円 消防事務委託料/消耗品費
教 育 費 28万6千円 7億761万9千円 旧柏倉家住宅ライトアップ設営業務委託料
予 備 費 18万8千円 1,984万8千円

計 1,394万9千円 62億2,553万3千円（※）

歳　出 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容
議 会 費 80万6千円 8,070万7千円 一般職給/議員期末手当　など
総 務 費 967万5千円 12億4,595万4千円 一般職給/職員手当等　など
民 生 費 2,305万3千円 19億5,581万8千円 会計年度任用職員報酬/職員手当等　など

（第５号）�歳入歳出予算の総額にそれぞれ4,426万7千円を追加し、予算総額を62億6,980万円とする補正
予算が可決されました。

（第４号）�歳入歳出予算の総額にそれぞれ1,394万9千円を追加し、予算総額を62億2,553万3千円とする補正
予算が可決されました。

町議会12月定例会が12月３日から５日までの日程で
開催され、一般会計補正予算や条例の制定などについて
審議されました。

町 議 会町 議 会
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　令和７年度特別会計補正予算

　令和７年度下水道事業会計補正予算（第２号）

　条例の制定について（可決）

区　分 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容（歳出）
国民健康保険
（第２号） 3,228万1千円 12億873万1千円 一般被保険者高額療養費/一般被保険者

療養給付費　など

国民健康保険
（第３号） 111万8千円 12億984万9千円 一般職給/職員手当等　など

後期高齢者医療
（第２号） 188万4千円 2億879万8千円 繰出金　など

介護保険
（第２号） 101万5千円 14億3,599万8千円 居宅予防サービス給付費

介護保険
（第３号） 150万8千円 14億3,750万6千円 一般職給/職員手当等　など

衛 生 費 141万4千円 3億7,507万円 一般職給/職員手当等　など
農林水産業費 138万6千円 1億9,578万7千円 一般職給/職員手当等　など
商 工 費 97万8千円 3億1,321万5千円 一般職給/職員手当等　など
土 木 費 202万3千円 5億3,987万9千円 一般職給/下水道事業会計繰出金　など
消 防 費 19万5千円 3億7,459万円 会計年度任用職員報酬　など
教 育 費 498万6千円 7億1,260万5千円 一般職給/職員手当等　など
予 備 費 △24万9千円 1,959万9千円

計 4,426万7千円 62億6,980万円（※）

　下表の特別会計について補正予算が提案され、いずれも可決されました。

　令和７年度下水道事業会計補正予算について、下記のとおり可決されました。

※補正後の予算総額

⃝�中山町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　⇒�地方公共団体情報システムの標準化に伴う「住登外者宛名番号管理機能」の実装により、個人番号の
独自利用を行う事務の処理および番号利用法に定められた個人番号利用事務の処理のための庁内連携を
行うため、所要の改正を行うもの。

⃝�中山町議会議員及び中山町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

　⇒公職選挙法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの。

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

補 正 額 72万6千円 72万6千円

補 正 後 の 予 算 額 3億8,594万2千円 3億8,594万2千円
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町 議 会町 議 会

⃝一般職の職員の旅費に関する条例等の一部を改正する条例の設定について
　⇒�国家公務員の旅費制度の改正に鑑み、職員などに対して支給する旅費などに関する諸般の基準を見直す

もの。
⃝中山町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について
　⇒児童福祉法の規定に基づき、乳児等通園支援事業の設備および運営に関する基準を整備するもの。
⃝一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　⇒�人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定および山形県人事委員会勧告に基づく山形県職員の給与改定

を踏まえ、一般職の職員の給与の改定を行うもの。
⃝特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　⇒�人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定および山形県人事委員会勧告に基づく山形県の給与改定を踏

まえ、一般職員の給与の改定を行うことに伴い、議会の議員および町長などに対して支給する期末手当
の支給割合を改定するもの。

　議決（可決）
⃝中山町町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の指定管理者の指定について
⃝最上川中部水道企業団職員に係る児童手当の給付に要する経費の負担に関する協定の締結について

　山形で活躍しているプロサッカーチーム「モンテディオ山形」の選手が、12月２日に2025レギュラーシーズン
の報告に町を表敬訪問しました。町を訪れたのは南秀仁選手と土居聖真選手（長崎小学校出身）で、南選手は今
シーズンをもって現役を引退となりました。
　役場を訪れた両選手は町長や副町長、教育長と会談。試合での活躍や山形での生活、南選手の引退などにつ
いて語り合い、選手たちに激励の言葉を贈りました。

モンテディオ山形の選手が表敬訪問モンテディオ山形の選手が表敬訪問

歓談する様子 南選手（左）と土居選手（右）からサインが贈られました

　積雪やアイスバーンなどの冬型の交通事故防止のため、12
月12日にヤマザワ中山店で啓発活動が行われました。活動に
は交通安全協会長崎支部、豊田支部や警友会、豊田駐在所、
事務局が参加し、買い物客に対して、雪道はスリップするた
めより安全な運転を心がけることや、忘年会などで飲酒運転
をしないよう呼びかけました。
　交通安全協会豊田支部長の原田秀明さんは、「冬道は時間
がかかるため、10分早く行動することを心がけましょう」と
話していました。ティッシュを配り啓発する参加者

冬の運転にはご注意を　交通事故防止を呼びかける交通事故防止を呼びかける
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　11月15日に、「松島町・中山町少年野球スポーツ少年団
交流試合」が宮城県大郷町で行われ、中山ジュニア野球ス
ポーツ少年団と松島スマイルベースボールクラブが対戦し
ました。松島町とは「災害時相互応援協定」を締結してお
り、以前からイベントや消防団などで交流がある縁で実現
しました。
　試合は中山ジュニア野球スポーツ少年団がサヨナラ勝ち
を収めるなど、大いに盛り上がりました。閉会式では「友
好の賞状」が授与され、友好を深めました。

日々の練習の成果を発揮しました

●長年にわたり建設業に携わり、業界の振興に尽力されたとして、澁谷哲さん（旭
町）が旭日双光章を受章しました。澁谷さんは山形市内で建設会社を営む傍ら、一般
社団法人山形県建設業協会の理事を平成24年から務め、建設業界の発展、振興に寄
与されました。
　澁谷さんは、「建設業は無くてはならない産業。今後も建設業のイメージアップを
訴えるとともに、インフラの整備、災害時の対応などといった面で、地域の安心、安全を守っていきたい」
と話してくださいました。
●法務事務官として長年矯正業務に尽力されたとして、鈴木伸行さん（新田町）が瑞宝単光章を受章しました。
　鈴木さんは、「勲章の伝達を受け、宮中において天皇陛下に拝謁の栄を賜り、感激の極みでした。この受
章は、私ひとりの栄誉ではなく、多くの皆様に支えられてのお陰と心から感謝しています。今回の受章を励
みに、今後とも一層精進していきます」と話してくださいました。

秋の叙勲
受章おめでとうございます

T o p i c s ひまわり広場

松島町・中山町少年野球スポーツ少年団交流試合を開催松島町・中山町少年野球スポーツ少年団交流試合を開催

澁谷哲さん

　11月30日と12月21日に、地域クラブの指導者の実技指導能力向上と生徒の競技力向上を目的に、優秀な指導者を
派遣する事業「なかやまスペシャルレッスン」バレーボールを開催しました。
　県立上山明新館高等学校女子バレーボール部の横澤隆監督と高校生が中山中学校に来校し、中山町のバレー
ボール地域クラブの「バレーボールクラブ　ウィッシュ」所属の選手たちが指導を受けました。
　上山明新館高等学校女子バレーボール部は、令和７年度山形県高等学校総合体育大会で準優勝しているチー
ムで、その経験を活かした指導に選手たちは熱心に取り組んでいました。

部活動改革「なかやまスペシャルレッスン」　バレーボールを開催！バレーボールを開催！

横澤監督の話に耳を傾ける選手たち 練習に励む様子
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３回シリーズ３回シリーズでで中山町健康講座中山町健康講座をを開催開催
　10月から12月、全３回にわたり健康づくりをテーマとした「中山町健康講座」を開催し、延べ166名
が参加しました。この講座は町と株式会社バイタルネットが共同開催したものです。

第１部「帯状疱疹ワクチン」
株式会社バイタルネット　営業開発部　部長／薬剤師　崎野　健一先生
第２部「帯状疱疹について知ろう」
山形大学医学部附属病院皮膚科　　　　助教／医局長　齊藤　　亨先生

「減塩のススメ～今日から始める減塩生活～」
認定栄養ケア・ステーション大好物　管理栄養士／矢作　香織先生

　今年、定期予防接種となった「帯状疱疹ワク
チン」について学びました。齊藤先生は、「帯
状疱疹の予防にはワクチン接種を推奨し、罹

り か ん
患

した場合は神経痛が残ることもあり、早めの治
療が大事です。免疫が低下すると帯状疱疹にな
りやすいことから、ビタミンＡ,Ｂ群、Ｃ,Ｅなど
が含まれるニンジン、豚肉、みそなどを摂取す
ることがおすすめです」と話していました。

　高血圧の予防と治療について学びました。今
田先生からは、高血圧の世界の状況、日本全国
と比較した場合の山形県の状況について分かり
やすく説明いただきました。さらに、血圧測定
のポイントや測定する時間、夕食の塩分摂取
は控えること、漬物は味見程度にすることなど、
ユーモアを交えた講話があり、会場は和やかな
雰囲気でした。

【体験ブース】
　●野菜摂取量測定（ベジメータ）　●血圧測定　
　●�山形大学健康アプリ紹介・重粒子センターVR
体験

　すぐにでも生活に取り入れることのできる減塩
の工夫について学びました。とても具体的で分か
りやすい内容に、参加者からは、「今日から実践
したい」「自分の塩分量を振り返りたい」といった
声が聞かれました。また、体験ブースにも多くの
方にお立ち寄りいただき、山形大学の健康アプリ
や血圧測定、野菜摂取量測定などを体験しながら、
自身の健康について振り返る様子が見られました。

第１回
10月８日（水）

「高血圧の予防と治療について～生活習慣を見直そう～」
　　山形大学大学院医学系研究科　公衆衛生学・衛生学講座
　　山形大学well-being研究所　副所長／教授　今田　恒夫先生

第２回
１１月１５日（土）

第３回
１２月１３日（土）

講話に熱心に耳を傾ける参加者

今田先生が高血圧の仕組みについて解説する様子

多くの参加者で賑わう体験ブース
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ひまわり広場

　「芋煮会発祥の地」をアピールしようと、有志で中山町芋煮会の歌をつくる会（青木邦明代表）を発足し、
オリジナルソング「芋煮ケーション」を制作しました。作詞は町観光大使である春風亭昇りんさんが手がけ、作曲
と振り付けを合同会社COCOSATO代表の阿部彩人さん（酒田市）が担当し、歌手のKiraraさん（宮城県）が
歌うポップな曲です。
　11月28日にながさき幼稚園となかやま保育園でお披露目会が行われ、Kiraraさんの歌声に合わせ、園児たち
が楽しく踊りを踊りました。
　会代表の青木さんは、「町民の皆さんや子どもたちに広く知ってもらい、芋煮会発祥の地ということを知って
もらいたい」と話していました。

　一般社団法人山辺青年会議所（村山知理事長）の創立50周
年を記念し、11月23日に和風れすとらんむら熊で「チェロっ
と落語」が開催されました。
　地域の方々への感謝と、未来を担う子どもたちに本物の芸
能・文化に触れてほしいと企画されたもので、落語家の春風
亭昇りんさんと、チェロ奏者の久良木夏海さんによる落語と
チェロの演奏が披露されました。昇りんさんが披露する「マッ
チ売りの少女S」に合わせ久良木さんが効果音やBGMを演奏
すると、会場は大いに盛り上がりました。

　11月19日、ながさき幼稚園で「子どもの救急講座」が行われまし
た。村山地域小児救急医療啓発事業の一環として行われたもので、
ながさき幼稚園満３歳児、年少児、ぴーすこども園に通う園児たち
の保護者約30名が参加しました。
　講師として奥山こども医院の秋葉香医師を招き、急病時の対応や
家の中でも注意が必要な子どもの事故などを学びました。
　秋葉医師は、「今回の救急講座が、何か起きた時に落ちついて対
応できる一助になればうれしい」と話していました。

芋煮会発祥の地 PRソング
「芋煮ケーション」お披露目「芋煮ケーション」お披露目

一般社団法人山辺青年会議所創立 50 周年記念
チェロと落語のコラボレーションチェロと落語のコラボレーション

けがや病気の対処方法を学ぶ
子どもの救急講座を開催子どもの救急講座を開催

歌を披露するKiraraさん（ながさき幼稚園）

軽快な語り口と綺麗な音色が響きます

秋葉医師と真剣に耳を傾ける参加者

歌に合わせて踊る園児たち（なかやま保育園）

8.1.158.1.15 8



T o p i c s

　

達
磨
寺
田
植
踊
り
の
曲
目
と
歌
詞

の
続
き
で
す
。

〇
綾
（
田
植
の
表
現
）

　
　
口　
　
上

�「
ヤ
ー
レ
姉
だ
。
そ
う
稼
い
で
は
、
気

根
も
精
根
も
続
く
ま
い
。
生
畦
な
り
と

も
腰
う
ち
か
け
て
、
こ
真
鍮
こ
野
郎
ば

り
の
煙
管
を
も
っ
て
、
煙
草
の
一
、
二

服
も
飲
ん
で
、
錦
の
袴
で
も
た
ち
織
っ

て
呉
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
い
か
な
、
姉

だ
」

〽
ア
、
ソ
ー
レ
ワ
ヤ
、
鎌
倉
の
御
所
、

館
は
な
二
階
づ
く
り
で
な
、
八
つ
棟

〽
ア
、
ソ
ー
レ
ワ
ヤ
ー
、
七
つ
八
つ

棟
を
な
、
上
げ
て
な
、
二
階
づ
く
り

で
な
、
八
つ
棟

〽
ア
、
ソ
ー
レ
ワ
ヤ
ー
、
鎌
倉
の
御

所
の
な
、
ご
ん
ご
（
奥
方
）
は
な
、

五
月
染
め
た
る
な
、
か
た
び
ら

〽
ア
、
ソ
ー
レ
ワ
ヤ
ー
、
肩
や
裾
は

蓬
や
な
、
し
も
は
菖
蒲
で
な
、
前
は

皐
月
で
な
、
卯
の
花

〽
ア
、
ソ
ー
レ
ワ
ヤ
ー
、
今
日
の
や

陽
は
な
、
昼
に
な
回
る
が
、
小こ

ん
ぴ
る
も
ち

昼
持

が
な
、
遅
さ
よ

〽
ア
、
ソ
ー
レ
ワ
ヤ
ー
、
昼
持
が
、

こ
と
か
い
て
な
、
今
日
か
ら
、
女お

な
ご子

を
な
、
か
い
下
し

〽
あ
た
い
い
嬶
の
女
子
を
、
誰
が
、

ヤ
レ
ナ
ヤ
、
で
ど
（
入
口
）
に
は
女

子
を
な
、
立
て
置
く

〽
ア
、
ソ
ー
レ
ワ
ヤ
ー
、
絹
を
と
り

て
機
に
な
、
織
り
て
な
、
綾
錦
の
袴

を
な
、
た
ち
織
な

〇
す
る
す
碾ひ

き
（
籾も
み
す
り
の
表
現
）

　
　
口　
　
上

�「
こ
れ
の
お
台
所
を
見
渡
せ
ば
、
げ
ん

の
う
碾ひ

き
の
籾
俵
、
千
も
二
千
も
あ

る
と
の
御
意
、
皆
は
な
る
ま
い
が
、

も
の
の
小
半
分
も
碾
い
て
呉
れ
る
こ

と
は
出
来
ま
い
か
な
、
姉
だ
」

〽
た
ん
だ
碾
け
〳
〵
ひ
か
ね
ば
な
ら

ぬ
、
す
る
す
の
立
木
が
折
れ
る
と
も
、

し
ょ
う
が
い
な

〽
峯
の
松
は
な
、
色
こ
そ
変
わ
る
、

お
ん
落
こ
そ

〇
箕
吹
き

　
　
口　
　
上

「
碾
い
て
〳
〵
碾
き
ち
ら
か
し
て
は
置

か
れ
ま
い
、
山
形
箕
の
腰
の
丈
夫
な

の
を
も
っ
て
、
ブ
ワ
リ
ブ
ワ
リ
と
吹

い
て
呉
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
い
か
な
、

姉
だ
」

〽
さ
ん
こ
殿
（
娘
）
は
な
、
つ
く
づ
く

見
れ
ば
、
お
さ
ん
こ
〳
〵
ェ

�

〽
従
姉
妹
、
年
な
、
恥
し
ゃ
な
、
従

姉
妹
、
ほ
ん
に
添
え
て
ば
、
オ
サ
ン

コ
〳
〵
ェ

〽
お
は
つ
れ
、
ヤ
レ
ン
ナ
、
な
か
〳
〵

オ
サ
ン
コ
、
オ
サ
ン
コ
ェ

次
号
に
続
く

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
10
章
第
４
節　
民
俗
芸
能
と
娯
楽

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。
　中山暮らしの冬も３回目を迎えました。雪かきのコツもつかみ、車中にミニ
スコップと雪はきワイパー、スキー用手袋を常備し車で町外への移動もチャ
レンジ！昨年までは雪が積もったのを見るだけで、雪道の運転が怖くて行動
できず、行きたいところにもなかなか行けなかったのですが、今期は恐怖心
を払拭して、慌てず落ち着いて、気持ちに余裕を持って運転して出かけてみ
ようと思います。この雪かき３点セットを家族が『美恵子の雪国暮らし三種の
神器』と名付けてくれました。中山暮らしの報告を楽しんでくれています。離
れていても、心でつながっている感じがうれしいです。
　以前は『チャンスの神様は前髪しかない』という言葉を肝に置き仕事をして
きました。できるできないではなくやるかやらないか、で行動していたのに年
を重ねて少し臆病になっていたことに気が付きました。今年からは進化した私
を信じて自分らしく、再びいろいろなチャンスを掴んでいきたいと思います。
　中山町地域おこし協力隊活動報告会を３月８日に開催します。ぜひご参加
ください（詳細は後日チラシを配布します）。

私たち地域おこし協力隊です！  No.88

●協力隊への問い合わせ先●　阿部 ☎662-4271（総合政策課）

阿部美恵子
出身地：栃木県鹿沼市
趣　味：高校野球観戦

第222話  達磨寺田植踊り　その４第222話  達磨寺田植踊り　その４
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ひまわり広場

 令和７年11月の３歳児歯科検診で、これまでにむし歯および要観察歯がなく、健康な歯であった 令和７年11月の３歳児歯科検診で、これまでにむし歯および要観察歯がなく、健康な歯であった
お子さんは10名でしたので、ご紹介します。お子さんは10名でしたので、ご紹介します。

鎌上　理
り く

空さん　　佐藤玲
れ あ な

亜那さん　　小松　玲
れ な

菜さん　　國井　春
は れ

暦さん　　安達　遥
す み れ

玲さん
石川　結

ゆ な

奈さん　　柴﨑　暁
あ き と

士さん　　東海林橘
き っ か

花さん　　木村　　翠
すい

さん　　森田　咲
さ な

愛さん

おやつの時間は決めてますか？
　子どもの虫歯予防において、見落とされがちなのが「おやつの時間管理」です。単に甘いものを控えるという
だけではなく、「いつ食べるか」「どれくらいの頻度か」という視点が非常に重要です。頻繁に、またはダラダ
ラと食べていると、虫歯の原因となるミュータンス菌が産生する酸に歯が常にさらされる状態になります。

この状態を避けるためには…
～歯によいおやつタイムにするために～
・おやつの時間を決めて１日１〜２回にしましょう。
・�おやつは、飴やグミ、キャラメルなどの口の中に長時間残るものではなく、噛み応えのある果物やチーズなどの唾液分泌
を促すものにしましょう。
・おやつの後は「水を飲む」「うがいをする」「歯磨きをする」といった習慣をつけましょう。

●m
ミ タ テ
itate　d

ド ー ナ ツ
onuts（元町・齊藤真二オーナー）さんから

合格祈願にと、中山中学校へドーナツが贈られ、12月19
日に贈呈式が行われました。
　ドーナツのプレゼントはクラウドファンディングにより
実現したもので、受験を控えた３年生の生徒に頑張ってほ
しいとの想いで手渡されました。
　オーナーの齊藤さんは、「できたての丸いドーナツを食
べて、合格できるように頑張ってほしい」と話していまし
た。

●公益財団法人コメリ緑育成財団（捧雄一郎理事長）から、「豊田小学校の教育環境を充実させるために活用
していただきたい」と、ビオラ・パンジーの花苗、チューリップ・ムスカリの球根が寄附されました。いた
だいた花などは、児童たちの手で花壇に植えられました。

寄附ありがとうございます

齋藤さんから
うれしそうにドーナツを受け取る生徒たち

佐藤町長（左）と鎌上さん（右）

●稲作農家の鎌上政和さん（金沢）から、「将来米作りを目指す子どもたちが育ってほしい」と町内産の「は
えぬき玄米150kg」が寄附されました。
　このお米は鎌上さんが丹精込めて栽培したものです。夏は猛暑のため番水（猛暑などの影響で用水路の
水が足りなくなる恐れがある場合、節水のため田や区域ご
とに順番や時間を決めて配水すること）となりましたが、
そのような中でもたっぷりと水を溜めておいたり、時々抜
いたりとこまめな管理をしたことにより、順調に生育させ
ることができたそうです。また、９月の適切な時期に刈り
取ったことで高品質な米ができあがり、その美味しさは株
式会社サタケ（松本和久代表取締役社長）の食味値を評価
する「コメドックアワード」で評価され、シルバー賞を受
賞しました。
　いただいたお米は町内各小中学校の学校給食で提供され
ます。
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T o p i c s

新年のごあいさつをご当地キャラクターへ

「幼児共有ふれあい広場」未就園児あそびの広場「ひよこの会」
クリスマス音楽会を開催

　日本郵便株式会社東北支社（斎藤貴支社長）では、
手紙の振興と地域の活性化を目的に、「ご当地キャラク
ターに応援の年賀状を書こう！」を行いました。この取
り組みは東北地方のご当地キャラクターに年賀状を送る
と返事が届くというもので、当町からは「すもものしず
くちゃん」と「かぶくん」が協力しました。
　12月19日には羽前長崎駅前でセレモニーが行われ、
かぶくんとしずくちゃんが見守る中、ながさき幼稚園の
園児がそれぞれのキャラクター宛ての年賀状をポストに
投函しました。

　12月17日、ながさき幼稚園でクリスマス音楽会が開
催されました。講師に、にこにこ音楽子育て支援の会
代表で音楽療法士の二瓶明美さんと会のメンバーを迎
え、参加者全員で、「あわてんぼうのサンタクロース」
などクリスマスにちなんだ曲を一緒に歌ったり、皆で
円になって踊ったり、楽しいひと時を過ごしました。
　音楽会の後には、二瓶さんから音楽療法について
や、「音楽が子どもの脳を育てる、乳幼児期から良質
な音楽にたくさん触れて歌ったり話しかけたりしてほし
い」というお話の後、保護者からは子育ての悩みなどの
質問が飛び交いました。

かわいいイラスト入りの年賀状を
見せてくれた園児たち

楽器を鳴らして楽しむ園児たち

音楽療法士の活動を説明する様子

戸籍のまどぐち(12月15日現在)

まちの人口(12月15日現在)
人　口 10,272人  （前月比－15人）

世帯数    3,787世帯（前月比－1世帯）

人の動き

（男 5,049人、女 5,223人）

出生 死亡1 7人 人

※�広報紙作成の都合上、「戸籍のまどぐち」および「ま
ちの人口」は、12月15日付の情報を掲載しています。
転入・転出を含む12月末付の情報は、広報なかやま
２月15日号にて掲載する予定です。ご了承願います。
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※本文中の「G」は「グループ」を省略したものです。

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

№1489

家
族・自
分
で
つ
く
る

「
my
減
災
マ
ッ
プ
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
広
報
課
防
災
安
全
対
策
室

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

第
２
期
中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画（
案
）に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク・コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

※
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　 ☎６６２－２１１２

①町県民税　　第４期　　②国民健康保険税　　　　　第７期
③介護保険料　第７期　　④後期高齢者医療保険料　　第７期

※納付書に記載された期間内であれば、コンビニで納付できます。
　①と②のみ期間内であれば、二次元コードで納付できます。

納期限　２月２日（月）

今 月 の 納 税 等

　

町
で
は
幼
稚
園・
保
育
園
か
ら
中
学
校
ま

で
の
全
学
年
で
、切
れ
目
な
い
防
災
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で

い
る
最
新
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
使
い
、災

害
に
備
え
る
行
動
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
「
my
減
災
マ
ッ
プ
」を
通
じ
て
、家
族
で
防

災
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　
１
月
24
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時

●
場
所　
中
央
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

●
講
師　
ゲ
ン
サ
イ
デ
イ
ズ

細
谷
真
紀
子
氏

●�

対
象　

町
民
ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
は
、親
子
で
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
）

　

中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
は
、ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
第
10
条
に
規
定
す
る
地
域
ス
ポ
ー

●�

申
込
方
法　

１
月
22
日（
木
）ま
で
に
、二

次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
お
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※�
託
児
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、お
子

様
連
れ
で
の
参
加
が
可
能
で
す
。

●
同
時
開
催（
申
し
込
み
不
要
）　

　
•�

防
災
資
機
材
体
験
会

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
•
地
震
体
験
教
材

　
　
「
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ａ
」

　
　
体
験
会

　
　
午
前
11
時
〜
正
午

詳細はこちら

ツ
推
進
計
画
で
、町
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
施

策
を
総
合
的・効
果
的
に
実
現
す
る
た
め
に
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
取
り
組
む
た
め
の
指
針
を

示
す
も
の
で
す
。

　
現
在
の
中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
が
令

和
８
年
３
月
に
計
画
期
間
終
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、第
２
期
中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

（
案
）に
つ
い
て
、広
く
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、こ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト
は
中

山
町
パ
ブ
リ
ッ
ク・
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要

綱
に
基
づ
き
行
う
も
の
で
す
。

●
募
集
期
間　
１
月
15
日（
木
）～
30
日（
金
）

●
計
画（
案
）の
公
表
方
法

　
①�

中
央
公
民
館
窓
口
、役
場
１
階
総
合
窓

口
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
、総
合
体

育
館
窓
口
、町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館
で

の
閲
覧

　
②
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

●�

提
出
方
法　

閲
覧
窓
口
へ
の
書
面
提
出
、

郵
送（
〒
９
９
０‐
０
４
０
１ 

東
村
山
郡

中
山
町
大
字
長
崎
６
０
１
０ 

教
育
課
生

涯
学
習
グ
ル
ー
プ
）、Ｆ
Ａ
Ｘ（
６
６
２‐

５
４
４
０
）、町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
入
力
フ
ォ
ー
ム
へ
の
投
稿

詳細はこちら
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固定資産税(償却資産)の申告はお済みですか
　令和８年１月１日現在で町内に事業用の償却資産を所有している個人および法人の方は、地方税法
第383条（固定資産の申告）の規定により、償却資産について“申告”をする義務があります。
　町では償却資産を所有する方および町内の事業所などに、申告に係る書類一式を送付していますの
で、「申告の手引き」を参照のうえ、下記の申告期限までに必ず提出してください。
　なお、申告が必要な方で申告書が届かない場合など、申告についてご不明な点は、下記担当まで
ご連絡ください。

●申告期限　 ２月２日（月）まで（期限厳守）
　期限間近は窓口が混み合いますので、早めの申告書提出にご協力ください。
　　なお、郵送やeLTAX（電子申告）による申告も受け付けています。
※�eLTAXの詳しい内容や手続き方法については、eLTAXのホームページ（https://www.eltax.lta.
go.jp/）をご覧ください。

※申告書の提出・お問い合わせ先　　〒990-0492　東村山郡中山町大字長崎120番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　中山町役場　住民税務課税務G（役場１階５番窓口）（郵送可）
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎６６２－２１１２

▪�正当な理由がなく申告しなかった場合または虚偽の申告をした場合には、地方税法第385条、第
386条および中山町町税条例第75条の規定により懲役・罰金刑が科されることがあります。

▪�前年度まで申告している資産に異動がない場合や町内に資産がすでにない場合、事業の廃止や休止
の場合でも必ずその旨を申告してください。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

へ
の
登
載
に
つ
い
て

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
Ｇ

　

☎
６
６
２‐２
６
７
３

　
町
で
は
災
害
発
生
時
に
お
け
る
配
慮
を
要

す
る
方【
要
配
慮
者（
※
１
）】の
う
ち
、自
ら

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
支
援
を
要
す
る
方

（
避
難
行
動
要
支
援
者
）を
把
握
す
る
た
め

に
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て

い
ま
す
。避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
る
の
は
左
記
の
方
々
で
す
。

①
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
方

②�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級・２
級
所
持
者（
心

臓
の
み
、じ
ん
臓
機
能
障
害
の
み
で
該
当

す
る
方
を
除
く
）

③
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者

⑤
要
介
護
認
定
３
以
上
の
方

⑥�

①
～
⑤
以
外
の
避
難
支
援
を
希
望
す
る
要

配
慮
者
な
ど

　

右
記
⑥
の
、避
難
支
援
が
必
要
で
あ
る
た

め
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
の
登
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。な
お
、昨
年
ま
で
に
ご
連
絡
い
た
だ
い

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、す
で
に
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
に
登
載
済
み
で
す
の
で
、再

度
の
連
絡
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
載
者

の
う
ち
、本
人
の
同
意
の
あ
る
方
は
、あ
ら
か

じ
め
避
難
支
援
等
関
係
者（
※
２
）に
町
が
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
提
供
し
、迅
速
な

避
難
支
援
に
役
立
て
ま
す
。名
簿
情
報
提
供

の
同
意
の
確
認
に
つ
い
て
も
、登
載
希
望
申

し
込
み
の
際
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　

�（
※
１
）要
配
慮
者
：
高
齢
者
、身
体
障
が

い
者
、知
的
障
が
い
者
、精
神
障
が
い
者
、

発
達
障
が
い
者
、妊
産
婦
、乳
幼
児・児
童
、

日
本
語
に
不
慣
れ
な
外
国
人
な
ど
で
左
記

の
よ
う
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
て

い
る
方
な
ど

　
〇�

自
分
の
身
の
危
険
を
察
知
で
き
な
い
、

も
し
く
は
困
難
な
方

　
〇�

身
の
危
険
を
察
知
で
き
て
も
救
助
者
に

伝
え
ら
れ
な
い
、も
し
く
は
困
難
な
方

　
〇�

危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
、も
し
く
は
困
難
な
方

　
〇�

危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
受
け
取
っ
て

も
、対
応・
行
動
が
で
き
な
い
、も
し
く

は
困
難
な
方

　
〇�

災
害
時（
平
常
の
生
活
が
回
復
す
る
ま

で
の
間
）被
災
地
で
生
活
す
る
際
に
何

ら
か
の
配
慮
が
必
要
な
方

　

�（
※
２
）避
難
支
援
等
関
係
者
：
自
治
会
、

自
主
防
災
組
織
、民
生
委
員
、消
防
団
、社

会
福
祉
協
議
会
、山
形
警
察
署
、山
形
市
消

防
本
部
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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職種 募集
人数 職務内容 勤務場所・勤務時間等 報酬額 応募要件

事務補助員
（議会事務局）

若干名

事務補助、会
議録など作成
の補助業務

●役場庁舎
　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分 
　（うち休憩時間60分）

月額
178,296円～

・�原則として町内に
住所がある方
・�パソコン操作が
可能な方

事務補助員

書類整理、文
書作成、窓口
業務などの補
助事務補助業
務

●�役場庁舎、
　保健福祉センター、
　中央公民館　のいずれか
　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分
　（うち休憩時間60分）

月額
178,296円～

・�原則として町内に
住所がある方
・�パソコン操作が
可能な方

流域治水
専門員

最上川等流域
治水事業にお
ける設計およ
び積算などの
業務

●役場庁舎
　平日週４日
　午前９時～午後４時30分
　（うち休憩時間60分）

月額
198,069円～

・�土木・建設に対す
る広い識見を有
し、建設業務など
の経験がある方
・�パソコン操作が
可能な方

交通安全専門
指導員

交通安全教育、
交通安全の指
導および広報
活動

●役場庁舎
　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分 
　（うち休憩時間60分）

月額
200,335円～

・�原則として町内に
住所がある方
・�幼児・高齢者など
の交通安全教育
に興味のある方
・�普通自動車運転
免許を持ち、免許
取得後２年以上の
運転経験があり、
無事故である方

国保税等
嘱託徴収員

国民健康保険
税等の徴収業
務

●役場庁舎
　月～金曜日
　午前９時～午後３時
　（うち休憩時間60分）
※�徴収訪問などのため、勤務時間
の変更や時間外勤務を要する場
合があります。

月額
143,096円～

・�原則として町内に
住所がある方
・�税制度に対して
基本的な知識を
有する方、または
得ようとする意欲
のある方
・�普通自動車運転
免許を持つ方
・�パソコン操作が
可能な方

〒990-0492　東村山郡中山町大字長崎120
総務広報課庶務広報Ｇ　☎６６２－２１１１

令和８年度中山町会計年度任用職員を募集します 
【 共通事項 】
●任用期間：�令和８年４月１日～令和９年３月31日の範囲内（表に記載がある場合を除き、原則、土・

日曜日、祝日および年末年始は勤務を要しません）
●報 酬 額：表に記載の額のほか条件により通勤費、期末手当等を支給
●選考方法：書類選考、面接試験（面接の日時などは、後日、本人に郵送で通知します）
●申込書類の受付期間および提出先
　　受付期間：２月６日（金）までお申し込みください。
　　提 出 先： ○直接申し込む場合は、総務広報課庶務広報Ｇへ提出してください。
　　　　　　　　　※受付時間：午前９時～午後４時45分
　　　　　　　　　（土・日曜日の場合は、役場１階の宿直室警備の係員へお渡しください）
　　　　　　　○�郵送する場合は、封筒の表に「中山町会計年度任用職員任用申込書在中」と朱書きの

うえ、郵送してください（２月６日必着）。 
●提出書類：「任用申込書」および「履歴書」（資格要件がある場合は、資格を証するものの写し）
　　　　　　※�申込書と履歴書は、役場総務広報課、保健福祉センター、中央公民館で配布しているほ

か、町公式ホームページからダウンロードできます。「履歴書」は、市販のものでも構い
ません。なお、提出書類はお返しできませんのであらかじめご了承願います。

●そ の 他：勤務時間、報酬額が所定の要件を満たす場合は、各種保険に加入していただきます。
※お申込み・お問い合わせ先
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職種 募集
人数 職務内容 勤務場所・勤務時間等 報酬額 応募要件

特別支援
教育支援員

10名
程度

小中学校の児
童・生徒に対
する日常生活
動作の介助や
学習活動上の
サポートなど

●長崎小学校
●豊田小学校
●中山中学校　のいずれか
　午前８時15分～午後４時
　（うち休憩時間45分）
※�学校行事などに合わせた勤務があります。
※休業日は原則学校の休業日と同様です。

時給
1,362円～

下記のいずれかに
該当する方
①教育現場経験者
②教育免許状保持者
③�特別支援教育に
理解のある方

給食補助員

若干名

学校給食配膳
にかかる業務

●長崎小学校、中山中学校
　基本　午前10時～午後２時15分
　（うち休憩時間15分）
●豊田小学校
　基本　午前11時～午後２時15分
　（うち休憩時間15分）
※�勤務日は原則給食実施日となります。
※�献立の内容により時間外勤務を
要する場合があります。

時給
1,212円～

・�町内に住所があ
る方

部活動指導員
中学校における
部活動の技術
指導など

●中山中学校
　週３日（土・日曜日、祝日を含む）
　１日２～３時間程度
　年間210時間以内

時給
1,600円

・�指導員の職務を
行うのに必要な熱
意と識見を持つ方
・�学校教育に関す
る十分な理解を
持つ方
・20歳以上の方

社会教育指導員
社会教育関係
団体の育成・
活動の支援

●中央公民館
　月～金曜日
　午前８時30分～午後３時30分 
　（うち休憩時間60分）
※�社会教育事業の開催にあわせた
勤務があります。

月額
171,716円～

・�社会教育に関する
識見と指導技術を
身につけている方
・�普通自動車運転
免許を持つ方
・�パソコン操作が
可能な方

地域学校協働
活動推進員

コミュニティ
スクールの運営
業務補助

●中央公民館
　月～金曜日
　午前８時30分～午後３時30分 
　（うち休憩時間60分）
※�社会教育事業の開催にあわせた
勤務があります。

月額
171,716円～

・�小学校または中
学校の授業内容
に精通し、学校経
営の支援に関する
知識を持つ方
・�普通自動車運転
免許を持つ方
・�パソコン操作が
可能な方

生活支援
コーディネーター

生活支援の担
い手養成、サー
ビス開発や事務
作業補助など

●保健福祉センター
　平日週３日～５日（応相談）
　午前９時～午後５時 
　（うち休憩時間60分）

月額
120,201円～

・�地域の活動へ理
解があり、地域
の方たちと公平
中立な立場で連
絡調整できる方
・�普通自動車運転
免許を持つ方
・�パソコン操作が
可能な方

保育士

保育業務

●なかやま保育園
　月～土曜日のうちの５日以内
　�午前７時30分～午後６時30分の
うちの７時間（うち休憩時間60分）
　�早朝・延長・土曜保育のため、
シフトにより交代勤務があります。
※�午後７時まで勤務時間が延長と
なる日があります。

月額
200,335円～
(週５日の場合)

保育士資格を持つ方
（令和８年３月31日
までに資格取得見込
みの方を含む）

保育補助員
月額

178,296円～
(週５日の場合)

保育士資格の有無
は問いません。

保育士
（短時間）

●なかやま保育園
　月～土曜日のうちの５日以内
　Ａ：午前７時30分～10時30分
　Ｂ：午前８時～10時30分
　Ｃ：午後３時～６時
　Ｄ：午後３時～６時30分
　�上記Ａ・Ｂ・Ｃ・Dのいずれかの
時間帯を選択し、応募してください。
　固定勤務となります。
※�Ｄの場合、午後７時まで勤務時
間が延長となる日があります。

月額
71,548円～
(週５日の場合)

保育士資格を持つ方
（令和８年３月31日
までに資格取得見込
みの方を含む）

保育補助員
（短時間）

月額
63,677円～
(週５日の場合)

保育士資格の有無
は問いません。

事務補助員
兼保育補助員

保育業務および
書類整理・文書
作成などの一般
事務補助など

　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分
　（うち休憩時間60分）

月額
178,296円～

保育士資格の有無
は問いません。
・�パソコン操作が
可能な方
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●�

業
務
内
容
等　
（
①
業
務
内
容　

②
従
事

時
間　
③
報
償
の
順
に
掲
載
）　

　
▼�

通
園
バ
ス
添
乗

　
①�

通
園
バ
ス
に
添
乗
し
、園
児
の
安
全
確

保
を
行
い
ま
す
。

　
②�

(1)
登
園
時
…
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
～

　
　
　
９
時
30
分

　
　
(2)�

降
園
時
…
月
～
金
曜
日
の
午
後
３
時

15
分
～
４
時
45
分

※�

交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
従
事
時
間
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
③
添
乗
１
回
あ
た
り
１
８
１
０
円　

　
▼�

清
掃

　
①�

保
育
園
内
、園
庭
な
ど
の
清
掃
お
よ
び

環
境
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
②
(1)�

月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分

　
　
(2)
月
～
金
曜
日
の
午
後
１
時
～
５
時

　
　
(3)
土
曜
日
の
午
前
10
時
～
正
午

　
③
１
時
間
当
た
り
１
０
４
０
円

●�

応
募
要
件　

子
ど
も
が
好
き
で
、心
身
と

も
に
健
康
な
方

●�

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援

Ｇ（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。応
募
用
紙
は
、保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、な
か
や
ま
保
育
園
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
付
期
限　
２
月
13
日（
金
）

※�

応
募
用
紙
を
持
参
す
る
場
合
は
、土・日
曜

日
、祝
日
は
閉
庁
日
の
た
め
受
け
付
け
ま

せ
ん
。郵
送
の
場
合
は
、右
記
期
日
必
着
。

※�

郵
送
先　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
G

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

〒
９
９
０‐

０
４
０
６　
大
字
柳
沢
２
３
３
６‐１

●
そ
の
他　

　
▼
交
通
費
は
、各
自
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

　
▼�
従
事
日・時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
が
、

他
の
方
の
従
事
時
間
と
調
整
を
図
る
た

め
、希
望
す
る
日・時
間
に
毎
回
必
ず
従

事
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
▼�

応
募
用
紙
を
提
出
い
た
だ
い
た
後
、面

接
を
行
い
ま
す
。

　
▼�

町
外
に
お
住
ま
い
の
方
も
応
募
で
き
ま

す
。

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
７
０
５

町
立
な
か
や
ま
保
育
園

令
和
８
年
度
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
調
査
の

実
施
に
つ
い
て
協
力
の
お
願
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
４
５
６

　

町
で
は
、介
護
保
険
事
業
計
画
を
３
年
に

一
度
策
定
す
る
に
あ
た
り
、よ
り
町
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、事
前
に
高

齢
者
福
祉
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、お
手
元
に

調
査
票
が
届
い
た
方
は
調
査
回
答
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
調
査
】

「
介
護
予
防・日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」

●�

対
象　
令
和
７
年
12
月
１
日
現
在
町
内
に

居
住
す
る
65
歳
以
上
の
方
１
千
名（
無
作

為
抽
出
）

「
在
宅
介
護
実
態
調
査
」

●�

対
象　
令
和
７
年
12
月
１
日
現
在
町
内
に

居
住
す
る
要
介
護
１
～
５
の
方

●�

調
査
方
法　

郵
送
に
よ
る
調
査（
郵
送
す

る
封
筒
に
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
い
ま

す
の
で
、そ
の
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
）

●
回
答
期
限　
２
月
９
日（
月
）

令
和
７
年
度
学
校
給
食
費
の

　
　
　
　
　
助
成
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー☎６

６
２‐２
０
３
５

　

町
内
の
小・
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児

童・生
徒
の
給
食
費
に
つ
い
て
は
、保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
無
償
化
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、町
外
の
小・中
学
校
に
通
学
し

て
い
る
児
童・
生
徒
の
保
護
者
の
方
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、昨
年
度
、該
当
し
て
い
た
方
へ
は
１

月
中
に
申
請
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

ご
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
フ
ー
ド

　

ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
村
山
総
合
支
庁
環
境
課

☎
６
２
１‐８
４
２
３

　
ご
家
庭
で
の
余
っ
て
い
る
食
品
を
寄
付
い

た
だ
き
、支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
世
帯
な

ど
へ
提
供
す
る「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」を
実
施

し
ま
す
。寄
付
を
お
願
い
し
た
い
食
品
は
、

「
常
温
保
存
が
可
能
な
も
の
」で
、「
未
開
封
」

か
つ「
賞
味
期
限
が
令
和
８
年
３
月
以
降
の

も
の
」で
す
。ア
ル
コ
ー
ル
類
を
除
き
ま
す
。

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、左
記
の
日
時
、場
所

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●�

１
月
27
日（
火
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
/ 

村
山
保
健
所（
山
形
市
十
日
町
）

●�

１
月
29
日（
木
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
/

村
山
総
合
支
庁
西
村
山
地
域
振
興
局（
寒

河
江
市
大
字
西
根
）

●�

対
象　

町
内
に
住
所
が
あ
る
町
外
の
小・

中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童・
生
徒
の

保
護
者

※�

特
別
支
援
学
校
在
学
児
童
生
徒
は
、他
の

助
成
制
度
に
該
当
す
る
た
め
対
象
外
で

す
。

●�

助
成
内
容　
令
和
７
年
度
の
学
校
給
食
費

の
う
ち
、保
護
者
が
負
担
し
た
学
校
給
食

費（
他
の
制
度
な
ど
に
よ
り
助
成
を
受
け

た
金
額
は
除
か
れ
ま
す
）
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詳細はこちら

無
料
法
律
相
談
所
を開設

し
ま
す

※
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２‐４
３
６
１

　

あ
な
た
の
悩
み
、心
配
ご
と
に
弁
護
士
が

助
言
し
ま
す
。お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
時　
１
月
28
日（
水
）　

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
15
分
～
３
時
30
分

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
２
階

●�

相
談
内
容　
財
産・相
続・土
地・金
銭・家

族
問
題
な
ど

●�

対
象　
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
お
よ
び
そ

の
親
族
の
方

●
費
用　
無
料

●�

予
約　

電
話
受
付（
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分（
相
談
日
前
日
は
午

後
２
時
ま
で
））

※�

予
約
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
ら
、締

め
切
り
ま
す（
先
着
４
組
）。

※お問い合わせ先　総合政策課まちづくり推進Ｇ　☎６６２－４２７１

羽前長崎駅西口駐輪場が新しくなりました

コンビニ交付の交付手数料が変わりました
　下記証明書のコンビニ交付手数料が300円になりました。便利なコンビニ交付をご利用くだ
さい。
●発行できる証明書　住民票の写し・印鑑証明・所得証明・所得課税証明
●�必要なもの　マイナンバーカード、利用者証明用電子証明書（マイナンバーカードの４桁の
暗証番号）、交付手数料
●利用時間　午前６時30分～午後11時　平日休日問わず可能です。
※役場窓口における交付手数料（450円）は変わりません。

役場延長窓口　毎週火曜日　午後７時まで

※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ　☎６６２－２５９３ コンビニ交付
操作方法

コンビニ交付
とは

●�
１
月
30
日（
金
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
/

村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎（
山
形
市
鉄
砲
町
）

新駐輪場新駐輪場
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優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
を表彰

し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

☎
６
３
２‐５
９
２
７

　
山
形
地
区
交
通
安
全
協
会
加
入
者
で
基
準

に
該
当
す
る
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
は
協
会
長
と

山
形
警
察
署
長
連
名
に
よ
る「
優
良
運
転
者

表
彰
」を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

対
象　
山
形
市・山
辺
町・中
山
町
の
い
ず
れ

か
に
住
所
が
あ
り
、無
事
故・無
違
反
で
現
在

も
運
転
を
継
続
し
表
彰
を
希
望
す
る
方

●�

表
彰
種
別　

プ
ラ
チ
ナ
賞（
40
年
以
上
）、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞（
30
年
以
上
）、金
賞（
20

年
以
上
）、銀
賞（
15
年
以
上
）、銅
賞（
10
年

以
上
）

●
申
請
締
切
お
よ
び
表
彰
基
準
日　

３
月
19
日（
木
）

●
●
●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先
　
②
と
き

③
と
こ
ろ
　
④
内
容
　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用
　
⑦
申
込
方
法
　
⑧
そ
の
他

【�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
面
談
会
in
や
ま
が
た

２
０
２
６
】

　

�

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ま
が
た　
企
画
調
整

部
門（
☎
６
８
４‐
１
５
２
１
）　
②
２
月

12
日（
木
）午
後
１
時
～
３
時
30
分（
受
付

時
間
午
後
０
時
30
分
～
２
時
30
分
）　
③

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ（
山
形
国
際
交
流

プ
ラ
ザ
）　
④
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ま
が
た
･

　

�

村
山
･
寒
河
江
管
内
に
就
業
場
所
が
あ
る

企
業
１
０
０
社（
予
定
）が
参
加
す
る
就
職

面
談
会
で
す
。　
⑤
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ま

　

家
畜
を
１
頭（
羽
）で
も
飼
っ
て
い
る
方

は
、毎
年
２
月
１
日
現
在
の
飼
育
頭
羽
数
な

ど
を
県
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。前

年
に
報
告
さ
れ
た
方
に
は
１
月
末
に
報
告
用

紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、２
月
12
日（
木
）ま
で
に
、山
形
県

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

※
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
６
８
６‐４
４
１
０

た
は
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。新
た

に
飼
育
を
始
め
た
方
や
飼
育
し
て
い
る
の
に

用
紙
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類

　

�

牛
、水
牛
、鹿
、め
ん
羊
、山
羊
、馬（
ポ
ニ
ー　

含
む
）、豚（
ミ
ニ
豚
、マ
イ
ク
ロ
豚
含
む
）、　

猪
、鶏（
烏
骨
鶏
、チ
ャ
ボ
含
む
）、う
ず
ら
、

あ
ひ
る（
カ
モ
含
む
）、き
じ
、だ
ち
ょ
う
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、七
面
鳥
、エ
ミ
ュ
ー

●�

宛
先　

〒
９
９
０‐
２
１
６
１  

山
形
市

大
字
漆
山
７
３
６　
山
形
県
中
央
家
畜
保

健
衛
生
所（
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
８
６‐５
７
１
５
/

メ
ー
ルym

urayam
akachiku@

pref.
yam

agata.jp

）

が
た・村
山・寒
河
江
管
内
で
の
お
仕
事
を

お
探
し
の
方（
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
、

令
和
８
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者
を

含
む
）　

⑦
事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。　
⑧
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
ま
が
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
相
続
無
料
電
話
相
談
会
】

　

�

①
山
形
県
司
法
書
士
会（
☎
０
５
０‐

５
４
３
３‐
５
７
９
３
）　

②
２
月
２
日

（
月
）～
27
日（
金
）の
平
日
午
後
１
時
30

分
～
午
後
５
時　
④
２
月
を
相
続
登
記
月

間
と
し
て
、１
か
月
相
続
登
記
、遺
言
等
相

続
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

内
容
の
例
：
相
続
登
記
を
し
た
い
が
何
か

ら
始
め
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
、生

前
贈
与
、遺
言
を
し
た
い
、法
務
局
に
遺
言

を
預
け
ら
れ
る
っ
て
ホ
ン
ト
？
、故
人
の

借
金
が
見
つ
か
っ
た
、相
続
人
の
中
に
認

知
症
の
人
が
い
る
、連
絡
の
取
れ
な
い
相

続
人
が
い
る
、法
定
相
続
情
報
証
明
っ
て

ど
う
や
っ
て
取
る
の
？
、相
続
登
記
が
義

務
化
さ
れ
た
と
聞
い
た
が
す
ぐ
に
登
記
し

な
い
と
い
け
な
い
の
か
、相
続
財
産
を
国

に
帰
属
さ
せ
る
制
度
が
始
ま
っ
た
そ
う
だ

が
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か 

な
ど　

⑥

無
料　
⑦
①
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
東
北
税
理
士
会
山
形
支
部
第
30
回

無
料
税
務
相
談
会
】

　

�

①
東
北
税
理
士
会
山
形
支
部　
（
☎

６
３
２‐４
２
４
４
）　
②
１
月
31
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時　
③
山
形
テ
ル
サ　

１
階
大
会
議
室（
山
形
市
双
葉
町
１‐
２‐

３
）　
④
東
北
税
理
士
会
山
形
支
部
主
催

に
よ
り
、給
与
所
得
者・小
規
模
事
業
者
等

の
税
務
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。　
⑥

無
料　
⑦
相
談
受
付
は
、「
完
全
予
約
制
」

で
す
。１
月
16
日（
金
）か
ら
29
日（
木
）の

平
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

の
間
に
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
０‐

２
０
１
８‐１
１
５
０
）に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　
⑧
駐
車
場
は
有
料
で
す
。

　冬の風物詩、雪中カルタ大会を開催します。がんばる子ども
たちに町民の皆さんのご声援をお願いします。
●日　時　２月１日（日）
　　　　　午前９時開会　競技開始９時 30 分
●場　所　町民グラウンド（天候により総合体育館）
※参加者の募集は締め切っています。

※お問い合わせ先　町青少年育成町民会議事務局
（中央公民館内）　☎６６２－２２３５

第 36回なかやま雪中カルタ大会を開催します
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事 業 名 日　時 場 所 対　象　者　等

定 期 健 康 相 談
（健康づくりG）

１/27（火）
２/10（火）

10：30～11：30 保健福祉
センター

生活習慣病予防、健康診査に関する相談を行います。

育 児 相 談
【 予 約 制 】
（子育て支援Ｇ）

１/27（火）
10：30～11：30

育児全般について、保健師、助産師、管理栄養士などが
相談に応じます。前日までに電話でご連絡ください。

乳 児 健 診
（子育て支援G）

１/28（水）
受付時間
3か月児

13:00～13：10
11か月児

13：15～13：20
保健福祉
センター
検診ホール

令和７年２月・10 月生まれのお子さんと前回欠席
のお子さん
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、
　　　　　交換用おむつ

３ 歳 児 健 診
（子育て支援G）

２/４（水）
受付時間は個別通知で
お知らせします

令和４年６月～８月生まれのお子さんと前回欠席
のお子さん
●持ち物　母子手帳、問診票、「健やか親子21」質問票、
　　　　　尿、バスタオル

も ぐ も ぐ
ご っ く ん 教 室
（子育て支援Ｇ）

２/６（金）
受付時間は個別通知で
お知らせします

保健福祉
センター

令和７年７月～９月生まれのお子さん
転入などで個別通知が届いていない方は至急ご連絡
ください。
●持ち物　母子手帳、バスタオル、エプロン、おんぶひも

保健カレンダー
※保健事業に関するお問い合わせ先

健康福祉課　健康づくりＧ　☎ 662‒2836
健康福祉課　子育て支援Ｇ　☎ 662‒2705

【母子手帳交付について】
母子健康手帳交付は予約制です。子育て支援Ｇへお電話でお問い合わせください。
●受付時間　午前９時～午後４時（土・日曜日、祝日を除く）
●所要時間　30分～１時間程度　
●場　　所　保健福祉センター
●持 ち 物　医師が記入した妊娠届出書、マイナンバーカード、妊婦さん名義の通帳のコピー（口座番号のページ）

【乳幼児等定期予防接種の申し込みについて】
●町内医療機関で接種を希望する場合は、直接医療機関に申込票を提出してください。
●�町外医療機関希望の場合は健康づくりＧに申込票をお届けください（接種券を郵送しますので、届いたら
医療機関に予約を入れてください）。
※転入などで申込票をお持ちでない場合は、健康づくりGへお問い合わせください。

踏切事故の防止について
１　踏切の手前では、必ず一旦停止し、安全を確認してから渡ってください。
　　特に、冬季間は路面凍結によるスリップに備え、踏切手前では充分に減速しましょう。
　　�また、積雪などにより踏切が確認しにくい場合があります。誤って線路に進入しないよう、

しっかり確認してから通行してください。
２　警報機が鳴ったら、踏切内への無理な進入はやめてください。
３　踏切の中に閉じ込められた場合は、そのままゆっくり車を前進させてください
　　（遮断棒は、車で押せば前方に跳ね上がります）。
４　踏切内で動けなくなった場合（脱輪など）は、まず列車を止めてください。
　　　⃝�非常ボタンがある時は、カバーの上から強く押してください。信号機が作動し、列車に

異常を知らせます。
　　　⃝�非常ボタンがない時は、列車に向かって大きく手を振るなどして危険を知らせてくださ

い。発炎筒や赤色の物を使用すると効果的です。
　　　⃝列車が停止した後、付近の人などの協力を得て脱出してください。

※脱出後は最寄りの駅に連絡してください。
※お問い合わせ先　県踏切道事故防止対策委員会事務局
　　　　　　　　　 (県防災くらし安心部　消費生活・地域安全課)　☎６３０－２６８２
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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんな町の魅力をお知らせしていきます。

新年の幸を願って しめ縄作り新年の幸を願って しめ縄作り
　新年に向けて町内各地でしめ縄作りが行われました。

　12月21日には、柳沢地区の大津昇さんの小屋
で行われました。厄落としのために集まった数え
年で42歳を迎える男性９名と神社の関係者が参加
し、声を掛け合いながら丁寧にわらを編んでいき
ました。最後は飛び出たわらをきれいに切り揃え、
見事なしめ縄を完成させました。来年もよい年に
なりますようにと願いを込められたしめ縄は、同日
中に御嶽神社と石子神社へ奉納されました。
　参加した年男の庄司義春さんと西塔隆広さんは
「思ったよりも力が必要で、手に豆を作りながら頑
張った」「父もしめ縄作りをしていた。代々続く文
化を後世に残していきたい」と話していました。

　12月７日、西部地区公民館（金沢）で、白山
神社に奉納するしめ縄作りが行われました。数
え年で25歳を迎える若者１名と地区の方や、し
め縄作りの先生など約20名が集まり、鳥居と拝
殿に奉納する、約７ｍほどのしめ縄２本を完成
させ、同日白山神社に奉納されました。
　参加した鈴木優斗さんは、「始めの方で太さ
が合っていないと段々ずれていくので、難し
かった」と話してくれました。

協力してわらを編む参加者たち

立派なしめ縄の完成！

柳沢地区

金沢地区
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